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市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

６
月
会
議
は

６
月
会
議
は
1919
名
の
議
員
が
質
問

名
の
議
員
が
質
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し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
具
体
的

な
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

建
築
工
事
の
進
捗
等
に
よ
り
明
ら

か
に
な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

問　

新
鎌
ケ
谷
駅
南
側
の
千
葉
県

所
有
地
の
開
発
事
業
の
概
要
を
伺

い
ま
す
。

答　

新
鎌
ケ
谷
駅
の
南
側
に
隣
接

し
、
約
７
千
㎡
の
敷
地
に
、
延
べ

床
面
積
約
９
千
900
㎡
、
地
上
６
階
、

地
下
１
階
建
て
の
商
業
棟
を
は
じ

め
、
商
業
棟
の
南
側
に
は
に
ぎ
わ

い
の
広
場
、
ま
た
北
初
富
方
向
へ

通
じ
る
緑
道
ゾ
ー
ン
の
手
前
に
は

緑
の
広
場
が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、

14
階
建
て
の
住
宅
棟
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
が

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的

及
び
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
な
ど
各
機
関
が

管
理
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人

物
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
正
確
か

つ
ス
ム
ー
ズ
に
確
認
す
る
た
め
の

問　

新
鎌
ケ
谷
駅
付
近
か
ら
北
初

富
駅
付
近
ま
で
の
緑
道
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

緑
道
は
４
つ
の
ゾ
ー
ン
に
大

別
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
回

遊
ゾ
ー
ン
は
、
令
和
６
年
度
に
整

備
工
事
を
実
施
し
、
翌
７
年
度
に

問　

仕
事
と
生
活
の
両
立
が
重
要

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
取
組
と
し
て
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
対

象
月
齢
が
生
後
６
か
月
か
ら
生
後

３
か
月
へ
と
拡
充
さ
れ
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

預
か
り
可
能
な
対
象
月
齢
に

関
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
が
多
く
寄
せ

問　

市
の
高
齢
者
に
対
す
る
買
物

支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

主
に
、
介
護
保
険
に
お
け
る

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援

の
ほ
か
、
鎌
ケ
谷
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
支
援
と
し
て
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
が
利
用
会
員
と
な

る
こ
と
で
、
協
力
会
員
か
ら
買
物

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

事
業
が
あ
り
ま
す
。

問　

被
爆
体
験
者
に
よ
る
小
学
校

へ
の
講
師
派
遣
事
業
の
内
容
と
成

果
を
伺
い
ま
す
。

答　

鎌
ケ
谷
市
原
爆
被
爆
者
折
鶴

会
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
市
内
の
小
学
校
で
被
爆
体
験

を
語
る
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
平
和
の
尊
さ
を
知
る
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。 

問　

中
学
生
に
よ
る
被
爆
地
長
崎

へ
の
平
和
派
遣
事
業
の
内
容
と
成

果
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
内
各
中
学
校
代
表
生
徒
５

名
を
長
崎
へ
派
遣
し
、
長
崎
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
へ
の

参
加
な
ど
の
非
核
平
和
の
体
験
学

問　

台
風
第
２
号
に
よ
る
大
雨
対

応
を
通
し
た
災
害
対
応
に
お
け
る

課
題
解
決
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

災
害
は
、
発
生
場
所
や
発
生

時
刻
、
そ
の
規
模
の
詳
細
を
予
測

す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、
今

回
の
よ
う
な
突
然
の
大
雨
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
既
に
災
害
が
起

き
て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
体
制
を
構
築
し
、
災
害

応
急
対
策
を
着
実
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

問　

利
用
者
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

主
な
も
の
と
し
て
、
車
両
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
運
転
免
許
返

納
者
や
西
線
の
乗
車
定
員
数
不
足

へ
の
対
応
、
運
行
ル
ー
ト
の
見
直

し
、
運
行
本
数
の
増
便
、
停
留
所

の
移
設
、
上
屋
や
ベ
ン
チ
の
設
置

な
ど
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

問　

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

問　

防
災
機
能
を
持
っ
た
公
園
の

必
要
性
及
び
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

公
園
は
地
域
の
一
時
避
難
場

所
や
復
興
、
復
旧
の
た
め
の
生
活

物
資
等
の
中
継
基
地
、
救
援
活
動

や
支
援
の
場
と
な
る
防
災
の
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
た
め

回
遊
性
の
確
保
と
し
て
要
望
し
て

い
た
新
鎌
ケ
谷
駅
南
北
自
由
通
路

及
び
西
側
へ
続
く
歩
道
の
整
備
も

取
り
入
れ
ら
れ
た
計
画
と
な
り
、

令
和
８
年
度
の
開
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問　

商
業
棟
に
入
る
事
業
者
等
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

開
発
事
業
者
に
よ
る
と
、
飲

食
店
等
の
業
界
に
出
店
希
望
な
ど

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
、
地
上

６
階
の
各
フ
ロ
ア
に
は
、
飲
食
店

や
物
販
店
等
の
テ
ナ
ン
ト
を
計
画

基
盤
と
な
る
も
の
で
、
住
民
票
を

有
す
る
全
て
の
方
に
12
桁
の
番
号

を
付
番
す
る
も
の
で
す
。

問　

個
人
情
報
が
き
ち
ん
と
管
理

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
案
が
全
国

で
何
件
起
き
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
・
緑
地
・
広
場
ゾ
ー

ン
は
、
基
本
構
想
を
策
定
後
、
設

計
委
託
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に

整
備
工
事
を
実
施
し
、
翌
８
年
度

に
供
用
開
始
予
定
で
す
。

問　

北
初
富
駅
前
広
場
に
係
る
施

設
等
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ら
れ
た
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

問　

多
様
な
性
へ
の
理
解
促
進
の

取
組
と
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

性
的
少
数
者
や
様
々
な
事
情

に
よ
り
法
が
規
定
す
る
婚
姻
関
係

を
結
べ
な
い
方
へ
の
支
援
と
な
る

本
制
度
は
、
今
年
度
か
ら
必
要
な

検
討
を
行
い
、
令
和
７
年
度
か
ら

問　

武
蔵
村
山
市
の
オ
ン
デ
マ
ン

ド
型
交
通
「
む
ら
タ
ク
」
の
よ
う

な
移
動
手
段
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答　

県
内
自
治
体
に
お
け
る
オ
ン

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
導
入
状
況
は

都
市
部
で
は
柏
市
、
印
西
市
の
一

部
地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か

県
北
東
部
、
南
東
部
地
域
の
公
共

交
通
の
空
白
地
帯
に
導
入
が
多
く

習
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
市
長
、

保
護
者
、
折
鶴
会
等
の
方
々
を
含

め
て
行
う
事
後
報
告
会
や
各
中
学

校
に
お
い
て
、
参
加
生
徒
に
よ
る

全
校
生
徒
へ
の
報
告
会
に
よ
り
、

非
核
平
和
が
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
市
の
平
和
行
政
に
つ

い
て
市
長
に
伺
い
ま
す
。

答　

平
和
を
愛
す
る
心
を
育
み
、

互
い
に
尊
重
し
合
う
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
行
政
と
市
民
が
連

携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

迅
速
な
情
報
収
集
や
的
確
な
対
応

を
行
え
る
体
制
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
各
部
門
間
に
お
け
る
円
滑
な

応
援
体
制
の
構
築
の
た
め
に
は
、

情
報
共
有
や
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
が
、

将
来
的
に
は
、
市
民
か
ら
の
通
報

シ
ス
テ
ム
ア
プ
リ
の
導
入
の
検
討

を
含
め
、
災
害
対
応
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
も
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

請
願･

陳
情
は
ど
な
た
で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
定

例
の
会
議
で
審
議
を
希
望
す
る
場
合
は
、
議
会
事
務
局
窓
口
へ
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
願
書
は
、
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。（
※
陳
情
書
は
不
要
）

　

要
旨
は
簡
潔
、
明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

内
容
が
多
方
面
に
わ
た
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
請
願
書
（
陳

情
書
）
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
そ
の
写
し
を
全
議
員

に
配
付
し
ま
す
が
、
審
議
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

答　

運
転
免
許
返
納
者
や
障
が
い

者
介
助
者
の
運
賃
割
引
制
度
は
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
停
留
所
の
上
屋
や
ベ
ン
チ

の
設
置
は
、
令
和
５
年
度
に
新
鎌

ケ
谷
駅
停
留
所
、
令
和
６
年
度
に

東
武
鎌
ケ
谷
駅
停
留
所
に
整
備
す

る
予
定
で
す
。

問　

令
和
８
年
度
か
ら
の
新
た
な

運
行
計
画
に
係
る
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま

防
災
機
能
は
必
要
で
あ
り
、
今
後

防
災
機
能
を
備
え
た
施
設
設
備
や

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
普
及

啓
発
な
ど
地
域
の
自
治
会
を
含
め

て
調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

囃
子
水
公
園
の
整
備
の
考
え

及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺

答　

主
な
事
案
と
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
で
の
誤
交
付
、

健
康
保
険
証
利
用
や
公
金
受
取
口

座
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
誤
ひ
も

づ
け
が
あ
り
ま
す
。
国
か
ら
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
誤
交
付
の
件
数
は

発
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
健
康
保
険

証
利
用
は
少
な
く
と
も
７
千
件
ほ

ど
の
誤
登
録
を
確
認
し
て
い
て
、

現
在
関
係
省
庁
に
お
い
て
点
検
を

実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

答　

障
が
い
者
用
停
車
施
設
、
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
、
タ
ク
シ

ー
プ
ー
ル
及
び
一
般
乗
降
場
の
設

置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

北
初
富
駅
前
広
場
の
今
後
の

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

答　

駅
前
広
場
は
、
令
和
５
年
度

末
で
約
67
％
程
度
の
用
地
取
得
率

を
見
込
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
用

地
取
得
を
進
め
て
令
和
８
年
度
の

整
備
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

男
女
共
同
参
画
の
取
組
の
進

展
が
い
ま
だ
十
分
で
な
い
要
因
の

一
つ
と
な
る
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
の
解
消
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い

込
み
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募

集
し
、
公
開
す
る
こ
と
で
無
意
識

の
思
い
込
み
へ
の
気
付
き
を
促
し

て
、
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
交
通
は
利
用
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
一
方
で
、
路
線
定
期
型
と

比
べ
て
乗
車
運
賃
が
高
く
自
治
体

の
負
担
が
増
加
す
る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

で
は
現
在
の
運
行
を
継
続
し
、
令

和
８
年
度
か
ら
５
年
間
の
新
運
行

計
画
は
、
今
後
関
係
機
関
と
検
討

等
を
行
い
策
定
す
る
予
定
で
す
。

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

北
初
富
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

第
３
次
鎌
ケ
谷
市
男
女
共
同
参
画
計
画
を

踏
ま
え
た
取
組
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
本
市
の
高
齢

者
に
対
す
る
生
活
支
援
に
つ
い
て　
　
　

鎌
ケ
谷
市
に
於
け
る
非
核
平
和
宣
言
都
市
と
し
て
、

平
和
行
政
の
施
策
推
進
と
今
後
の
方
向
性
を
問
う

災

害

対

応

に

つ

い

て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
助
成
事
業
に
つ
い
て

市
民
の
憩
い
の
場
の
提
供
に
つ
い
て

大
　
野
　
幸
　
一
　
議
員

松
　
原
　
美
　
子
　
議
員

伊
　
福
　
幸
　
一
　
議
員

富
　
田
　
信
　
恵
　
議
員

河
　
内
　
一
　
朗
　
議
員

津
久
井
　
清
　
氏
　
議
員

小
　
易
　
和
　
彦
　
議
員

森
　
谷
　
　
　
宏
　
議
員

泉
　
川
　
洋
　
二
　
議
員

い
ま
す
。

答　

自
然
を
身
近
に
感
じ
親
し
め

る
よ
う
に
し
、
優
れ
た
自
然
環
境

を
保
全
し
な
が
ら
再
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
測
量
デ

ー
タ
を
も
と
に
、
近
隣
自
治
会
な

ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
基
本
計

画
を
策
定
し
、
国
の
交
付
金
の
活

用
を
視
野
に
、
実
施
設
計
、
整
備

工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
を
提
出
さ
れ
る
方
へ
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こ
の
思
い
に

沿
っ
て
引
き

続
き
平
和
事

業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。


